
環境厚生常任委員長報告 

（Ｈ２６．６．２０） 

 

環境厚生常任委員会に付託されました議案について、審査の経過

概要と結果を報告いたします。 

まず、第１号議案、平成２６年度一般会計補正予算の本委員会所

管分でありますが、その主な内容は、民生費での、介護基盤緊急整

備等特別対策事業補助金を活用し、小規模多機能型居宅介護事業所

及び認知症高齢者グループホームの整備並びに開設準備に要する費

用の助成に係る増額補正、長寿社会づくりソフト事業費交付金を活

用し、生活支援の担い手となるボランティア等の人材を育成する講

座開催に係る経費の増額補正であります。 

 別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきもの

と決定しました。 



 次に、第２号議案、平成２６年度亀岡市病院事業会計補正予算（第

１号）と第１２号議案、和解に係る損害賠償額の決定については、

関連する議案のため一括して審査を行いました。 

第１２号議案の、和解に係る損害賠償額の決定については、市立

病院で発生した医療事故について、死亡された患者の遺族から損害

賠償について調停申立てがされたため、調停委員会で示された和解

案を受け入れ、損害賠償額を決定するものであり、第２号議案の、

平成２６年度亀岡市病院事業会計補正予算において、その和解に係

る損害賠償の経費を増額補正したものです。 

 別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきもの

と決定しました。 

なお、今後、医療事故防止についての対応に万全を期するよう望

むものです。 

 次に、本委員会に付託されました請願について、審査経過と結果



を報告いたします。 

 受理番号４、手話言語法（仮称）制定を求める意見書の提出を求

める請願は、手話を言語として普及、研究することのできる環境整

備を目的とした「手話言語法（仮称）」の制定を求める内容でありま

す。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって、採択すべきものと

決定し、国に対して意見書案を提案することとしました。 

以上、簡単でありますが、本委員会の報告といたします。 
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環境厚生 

一
般
会
計
補
正
予
算 

 

視
察
レ
ポ
ー
ト 

（
５
月
19
日
～
20
日
） 

○
長
野
県
飯
田
市 

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ

る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て 

○
長
野
県
佐
久
市 

◆
世
界
最
高
健
康
都
市
構
想
に
つ
い
て 

○
静
岡
県
富
士
宮
市 

◆
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て 

視
察
に
あ
た
り
、
本
市
の
現
状
や
課

題
を
踏
ま
え
て
、
調
査
項
目
を
選
定
し
、

目
的
に
沿
っ
て
視
察
し
ま
し
た
。 

飯
田
市
は
全
国
に
先
駆
け
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
、

佐
久
市
は
保
健
補
導
員
制
度
を
設
け
て

地
域
ぐ
る
み
で
予
防
活
動
を
推
進
し
て

い
る
こ
と
、
富
士
宮
市
は
高
齢
者
だ
け

で
な
く
、
障
害
者
や
子
ど
も
を
含
め
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
。
各
自
治
体
と
も

歴
史
と
経
過
の
中
で
施
策
が
深
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
本
市
の

さ
ら
な
る
施
策
充
実
に
生
か
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

委
員
長 

立
花 
武
子 

 
 
 
 
 

佐久市（５月２０日） 

請
願
審
査 

手
話
言
語
法
（
仮
称
）
制
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
を
採
択 

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る

こ
と
を
広
く
国
民
に
広
め
る
こ
と
や
、
手
話

を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
整
備
に
向
け
た
「
手
話
言
語
法
（
仮

称
）
」
の
制
定
を
国
に
対
し
要
望
す
る
も
の
。 

 

国
連
の
障
害
者
権
利
条
約
に
は
「
手
話
は

言
語
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
手
話

は
意
思
疎
通
の
手
段
に
非
常
に
有
効
で
あ
る

た
め
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
請
願
を
採
択
し
、
国
に
対
し
て
制
定

を
求
め
る
意
見
書
案
を
提
案
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

 

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
お
よ

び
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開

設
助
成
経
費
を
増
額 

 

７
８
６
５
万
円 

 

・
生
活
支
援
の
担
い
手
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
人
材
を
育
成
す
る
講
座
開
催
経

費
を
増
額 

 
 
 
 
 
 

２
０
０
万
円 

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
な
ど 

・
市
立
病
院
で
発
生
し
た
医
療
事
故
に
つ
い

て
、
調
停
申
立
て
を
行
っ
た
遺
族
と
和
解

す
る
た
め
、
損
害
賠
償
額
を
決
定
し
、
損

害
賠
償
の
経
費
を
増
額 

１
２
０
０
万
円 


